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      会 議 録 要 旨       
 

 
第 2回  八王子市下水道使用料等懇談会 

日 時 令和 7年（2025年） 8月 26日（火） 午前 10時 00分～12時 00分 

場 所 八王子駅南口総合事務所  会議室 

出

席

者

氏

名 

参加者 

                                                  

資料 1のとおり 

 

事務局 

環境部下水道課 課長補佐兼主査 上條 憲一 

環境部下水道課 主任 佐々木 崇雄 

環境部下水道課 主任 松井 由美子  

環境部下水道課 主任 小倉 健弥 

環境部下水道課 主任 深沢 まゆ奈  

環境部下水道課 主事 中里 僚汰 

欠 席 者 氏 名 産業振興部産業振興推進課長 櫻井 哲希 

議 題 下水道事業の経営状況について 

公開・非公開の

別 
公開 

非 公 開 理 由 ― 

傍 聴 人 の 数 なし 

配 付 資 料 等 

 

次 第                                              

資料１：懇談会参加者名簿  

資料２：下水道事業の経営状況 
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会議の内容 

次第 1 開会 

 

次第 2 議題 

(1) 前回の振り返り 

第１回の資料を基に前回の内容の振り返りを行った。 

（２）下水道事業の経営状況について 

事務局から資料２「下水道事業の経営状況」について説明。 

 

（３）意見交換 

【座長】 

事務局から説明があったが、参加者の皆様から質問や意見があれば伺いたい。 

 

【参加者】 

下水道使用料を上げるということは、水道料金も上げるということか。 

 

【事務局】 

上水道は東京都、下水道は八王子市が運営しているため、この懇談会は下水道使

用料のみの改定として検討しなくてはならない。 

 

【参加者】 

流域下水道維持管理負担金単価が令和8年4月から、税込54.241円/㎥に上昇

するということは、都から示されたことか。 

 

【事務局】 

その通り。都に対して市の支払いが 40％上がることになる。経営戦略では維持管

理負担金が 40％上がったことを踏まえた場合、下水道使用料を約 17 億円増収さ

せることで、計画期間内の収支が均衡する見通しである。 

 

【参加者】 

維持管理負担金が 40％上がると、下水道使用料がいくら上がるかは計算している

のか。 

 

【事務局】 

料金体系について、複数のパターンを検討している。次の第 3回・第 4回の懇談会

で説明し、ご意見をいただきたい。 

 

【参加者】 

40％増という数字はとても影響が大きいと思う。これについて市から税金で補填す 
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会 議 の 内 容

  

る、例えば増額のうち半分を補填するなど、そういったパターンも出てくるというこ

とか。 

 

【事務局】 

都が上げた額すべてが下水道使用料で賄うべきものではなく、一部に税で賄うべ

きものもある。それらを勘案した結果、約 17 億円という形になっている。40％上

げたからそのまま使用者に全額負担させるものではない。 

 

【参加者】 

維持管理負担金が 11 億円増えるが、全額を下水道使用料で負担するということ

なのか。約 17 億円下水道使用料を上げることに関して、11 億円の差があるがこ

れは何か。6億円以上上げるのはどういった影響のものなのか。 

 

【事務局】 

維持管理負担金以外にも管路の維持管理や、更新工事等に伴って減価償却費が

上がってきているところを勘案している。 

 

【参加者】 

17億円は大きい金額だが、約 20％上昇したと仮定した場合、3,000円代を払っ

ている家庭が、月600円として、年間約7,000円か8,000円負担になってくる。 

 

【参加者】 

都が維持管理負担金を上げることに、市から意見を言うことはできるのか。 

 

【下水道経営総務担当課長】 

都も企業として経営努力をしている。どのような経営努力をしているか、説明もし

てもらっているし、資料もいただいた。また、経営努力をしてきたが、単価を上げざ

るを得ない状況も認識している。都は、今後5年間上がった単価を維持する。そし

て、次の5年間はまた、状況を見てから、単価を決めるとの話しもあった。企業とし

て、さらに企業努力をするように、要望としては言わせてもらおうと思っている。 

 

【参加者】 

この懇談会は、下水道使用料についてだけか。上水も料金を上げるとか情報は聞

いているか。 

 

【下水道経営総務担当課長】 

現在の所、上水の料金を上げる話は聞いていない。都では、2025 年夏季限定で

水道料金の基本料金を無償化する特別措置を実施している。上水の料金は都内

一律であるが、下水道の使用料は各市町村で差があり、八王子市の下水道使用

料は 23区と同じ料金体系になっている。 
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会 議 の 内 容 

【参加者】 

資料 4頁の営業外収益とは何か。 

 

【事務局】 

営業外収益とは主に受取利息と長期前受金戻入を指し、下水道事業で保有して

いるお金を、運用して得た利子のことである。長期前受金戻入は、固定資産を取

得する際に受けた補助金等を減価償却に合わせて収益に計上していくものであ

る。 

 

【参加者】 

資料 6頁の投資活動とは何か。 

 

【事務局】 

投資活動は、下水道管の長寿命化対策工事などの固定資産の取得、改良に関す

る活動のことである。 

 

【参加者】 

資料 6頁の財務活動とは何か。 

 

【事務局】 

財務活動とは、借金の借入及び返済の動きになっていて、これがマイナスである 

のは、借入よりも返済を多く行っており借金が減っている状態。財務活動がプラス 

になっている場合は借入金が多いという状態である。 

 

【参加者】 

投資活動は、下水道管のメンテナンスということか。 

 

【事務局】 

下水道管のメンテナンスは業務活動である。業務活動は管のひびを埋めるぐらい

の応急処置のことをいう。投資活動とは新しい下水道管の設置や老朽化した施設

の改築、更新にかかる経費である。 

 

【参加者】 

次回の懇談会第 3回・第 4回で他団体の状況の説明はあるのか。 

 

【事務局】 

他団体をとりまとめた資料があるので次回お示ししたいと思っている。 

 

【参加者】 

他団体の状況が気になるが、世帯に対してどれくらいの負担になるか、今後の 
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会 議 の 内 容 

資料の中で表が出てくるイメージか。 

 

【事務局】 

他の市町村の料金体系や、どれくらい上げようとしているか等、料金体系をお示し

したい。 

 

【参加者】 

人口や世帯に対してどれくらい負担がかかっているのか、類似団体と比較できる

ような資料をもって示していただきたい。 

 

【事務局】 

類似団体や中核市等と比較できるものを用意したいと思っている。 

 

【参加者】 

下水道使用料を最後に上げたのはいつか。その時は何％上げたのか。 

 

【事務局】 

平成 10年 10月で、8.4％である。 

 

【参加者】 

下水道使用料が主な収入源であると聞いているが、下水道使用料の収納率がわ 

かる資料はあるか。未払いの世帯があれば対応していかなければならない。 

 

【事務局】 

令和 6年度の回収率は 99.6％である（令和 7年 5月時点）。徴収委託契約を結

び、水道料金と一緒に下水道使用料も都に徴収してもらっているため、収納率は

高い水準にある。ただ、未納の方もいる以上はしっかり対応をしていかないといけ

ないと思っている。 

 

【参加者】 

先日、水再生センターで見学会があった。都は市民に対して活動等の宣伝を行っ

ている。市はこのような活動や宣伝はしているのか。一般的に水道料金と下水道

使用料は一緒に請求があるため、市が下水道使用料を値上げしたとしても、都か

ら請求されると思ってしまうのではないか。 

 

【事務局】 

下水道を知ってもらう取組としては、毎年、環境フェスティバルにおいてブースを

出し、マンホールの模様をトートバックへプリントしたり、マンホールカードの配布

等を行っている。 
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会 議 の 内 容 

【参加者】 

都の下水道局は、一般の方を対象に見学会等を開いたりしているため、市民は 

都が運営していると思っているのではないか。 

 

【下水道経営総務担当課長】 

市として PR していかなくてはならないのは、八潮市のような事故があった時に、

市内の下水道管は安全であることを、ホームページ等に載せるのが重要だと思

う。 

 

【参加者】 

自走式カメラでの点検の様子や、実際に行っていることをどこかで宣伝してもらえ

るといい。 

 

【下水道経営総務担当課長】 

八潮市のような大きな下水道管は市内にはないが、老朽化はさらに進んで行くの 

で、常に安全であることをアピールしていかないと考えている。 

 

【参加者】 

市の公式ラインアカウントで下水道の情報を公表したことはあるか。下水道管の点

検等について、どこを点検したかなど、そういう情報をもっと普通に公表してもい

いのではないか。下水道使用料を検討していることや、下水道クイズ等のアイデア 

を出しながら情報を流せば市民も見るのではないか。広報などの紙で見る人と、

SNS を見る人、どちらにでも対応できるよう広報活動を上手に使ったらいいので

はないか。 

 

【参加者】 

浄化槽使用料も料金改定の対象となっているか。それには維持管理負担金の値

上げは関係するのか。 

 

【事務局】 

維持管理負担金の値上げは関係しないが、浄化槽使用料の料金改定も検討しな

いといけないと思っている。 

 

【参加者】 

そもそも下水道に比べて浄化槽の方がコストはかかるのか。 

 

【事務局】 

浄化槽の方がコストはかかる。 
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会 議 の 内 容 

【参加者】 

浄化槽使用料はどのように料金を支払っているのか。 

 

【事務局】 

浄化槽使用料は市の下水道課から納付書を送っている。下水道使用料とは別で

ある。 

 

【参加者】 

小学校の見学会で 23 区内にある水再生処理場に見学に行くが、わざわざ遠くに

行かなくても、市にもそういう施設はあるのになぜ見学会等がないのか。 

 

【下水道経営総務担当課長】 

市にある施設は見学コースになっていないため、人の配置など課題はあると思う。 

 

【座長】 

八王子市の下水道事業は、毎年、一般会計から繰入金を受け入れている。こ

こで、一般会計予算との財政関係を含めた八王子市の下水道事業の全体像に

ついての論点を補足したい。 

小泉政権時代の 2003年、当時の塩川財務大臣は、国会答弁で、母屋（一般会

計）では、お粥を食べて節約しているのに、離れ座敷（特別会計）では、子

供がすき焼きを食べているという例え話をしている。これは母屋（一般会計） 

では、厳しい財政状況のもとで歳出削減を進めているにもかかわらず、離れ座敷

（特別会計）では、経費節減の努力が不十分で無駄が多いことを端的に表現した

ものである。 

下水道事業は、事業に必要な経費を、受益者負担の原則に則った使用料収入を

主たる財源として、独立採算制により事業経営することとなっている。下水道使用

料で回収できない経費については、赤字補填として、一般会計からの繰出金によ

る補填に依存することとなる。 

2024 年度、八王子市では、32.8 億円が一般会計から下水道事業会計に対し

て、一般会計繰入金として繰り入れられている。この 32.8 億円の一般会計繰入

金うち、17.9億円が基準外繰入金である。基準外繰入金は、本来、受益者の負担

の原則で、下水道使用料によって賄わなければならないコストであっても、十分な

収入がないために、一般会計から補填されるものである。収支差額の赤字を、一

般会計における繰出金という科目名称で、税金等公費によって補填しているので

ある。 

このため、現在の八王子市では、一般会計繰入金のうち、財源不足を補うための

基準額を超えた繰入金の縮減に取り組むことが、強く求められている。 

以上のように、一般会計との財政関係を含めた八王子市の下水道事業の全体像

を、各年度の収支決算の状況を踏まえ、詳細に検証する必要がある。 
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会 議 の 内 容 

【下水道経営総務担当課長】 

一般会計とも関わりがあって、雨水の処理費用に関しては、一般会計で負担して

いる。そこは、ルールで決まっており、ルール外は縮減しないといけない。また企業

として、独立採算性もあるので、独立して経営を行わなければならない。その部分

において、さらに企業努力、徴収努力し、効果効率的に、事業を進めていかなくて

はいけないと実感している。そうしていかないと市民の方に説明がつかない。 

 

【座長】 

下水道事業は、独立採算で企業経営的な視点での経営努力が求められる事業

である。今後、下水道使用料の値上げの議論になれば、収入確保や費用抑制

などの経営努力についても論点として出てくる。この点に関して、所管課の

所見を伺いたい。 

 

【下水道経営総務担当課長】 

今までの経営努力として、流域に編入して、独自に処分場を持たなかったことなど

により、効率的になっていることは、数字で表せると思うが、今後は維持管理費の

時代だと思っている。どれだけ維持管理を効果効率的にできるかが問題になって

くる。ただ、八王子市は山間部もあるため難しい点もある。 

 

【座長】 

全体を通して何かあるか。 

 

【参加者】 

滞納者の対策として、水道料金は給水停止を行うことがあると聞いたが、下水道

使用料についても同じようにできるのか。 

 

【事務局】 

上水道と下水道は別々に運営しているため、下水道の滞納については市が対応

していかなければならない。 

 

【参加者】 

できるところからやっていかないと、まじめな人が一番損をするのは、市民として

納得できないのではないか。 

 

【座長】 

滞納率に関しては、下水道使用料は下水道事業の財政的基盤であり、公平性の

観点からも、未納者に対しては厳正な措置を行い、徴収率を上げていき、市民が

納得する形で、今後の下水道使用料の在り方を検討する必要がある。 

 

本日も、大変活発で有意義な議論をして頂き感謝する。次回は、東京都２６市との 
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会 議 の 内 容 

比較を基に、新たな使用料体系について、複数のパターンを検討することとなる。

次回１０月１７日の懇談会も、よろしくお願いする。これで本日の会議を終了する。 

 

次第３ 事務連絡 

次回以降の日程について 

 

【事務局】 

次回以降の懇談会の日程は、第 3 回は 10 月 17日（金）、第４回は 11 月 28日

（金）の 10時から 12時を予定している。 

 

次第 4 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


